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・ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の推移をｸﾞﾗﾌ化（月別、ｴﾈﾙｷﾞｰ種別など） 
・ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位の推移をｸﾞﾗﾌ化（年別） 
・ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量やｴﾈﾙｷﾞｰ原単位の前年同月との比較 

・同様用途の建物との比較（ﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞ） 
・ＣＯ２排出量の推移をｸﾞﾗﾌ化（月別） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量・原単位及びＣＯ２排出量の把握・管理 

省ｴﾈﾙｷﾞｰ支援ｻｰﾋﾞｽ  【計画：Plan 】 その１ 
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ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の推移（電気） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位の推移 

ﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞ 

計画：Plan 
（PDCA） 



3 © 2012 Azbil Corporation All rights reserved. 

  

・年間のｴﾈﾙｷﾞｰ/運転/制御ﾃﾞｰﾀの収集 

・運転/制御ﾃﾞｰﾀの整理・加工（ｸﾞﾗﾌ化、見える化） 
 （季節別や時間帯別） 
・設備効率（冷凍機ＣＯＰ、ﾎﾞｲﾗｰ効率、変圧器需要率など） 
 の数値化・見える化 

・見える化による省ｴﾈ余地や改善余地の発見 

・見える化によるﾌｫﾙﾄ検地 

省ｴﾈﾙｷﾞｰ支援ｻｰﾋﾞｽ  【計画：Plan 】 その２ 

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の分析  ｴﾈﾙｷﾞｰ/運転/制御ﾃﾞｰﾀ等の詳細分析 

ﾃﾞｰﾀ分析による省ｴﾈ余地・改善余地の発見   

RH-1　冷水負荷とCOP
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設備効率の分析 
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運転/制御ﾃﾞｰﾀの分析ｸﾞﾗﾌ 
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計画：Plan 
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・ﾌｫﾙﾄ情報に基づく現地ｳｫｰｸｽﾙｰ調査（省ｴﾈ診断） 
・省ｴﾈ計画の立案・策定 

省ｴﾈﾙｷﾞｰ支援ｻｰﾋﾞｽ  【計画：Plan 】 その３ 

省ｴﾈ計画の立案・策定（省ｴﾈ診断） 

流量測定 

電力測定 

計画：Plan 
（PDCA） 
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・省ｴﾈ計画の具体的な実現方法の検討 

・ﾘｽｸ回避の為のﾄﾗｲｱﾙ実施１（試験実施） 
・ﾘｽｸ回避の為のﾄﾗｲｱﾙ実施２ （ｽﾃｯﾌﾟﾁｭｰﾆﾝｸﾞ） 
・省ｴﾈ計画の実施（運用改善ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ） 

省ｴﾈﾙｷﾞｰ支援ｻｰﾋﾞｽ  【実施：Ｄｏ 】  

省ｴﾈ計画の実施におけるﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ 

省ｴﾈ計画の実施（運用改善ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ） 
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ソフトウェア結線図
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ソフトウエアの変更 

設定値の変更 

実施：Do 
（PDCA） 
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・省ｴﾈ効果の測定・検証 

・外気温度補正による省ｴﾈ効果の特定 

・ﾄﾗｲｱﾙ実施の効果測定 

省ｴﾈﾙｷﾞｰ支援ｻｰﾋﾞｽ  【効果検証：Ｃｈｅｃｋ】 ～改善効果の把握～ 

進捗管理及び効果検証（改善効果の把握） 
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C：昨年と同様の気象 
条件のときの 
冷水消費予測 

A：今年の冷水消費量 

気象条件の変化に伴う 
省エネ効果 
（C-A） 

11月25日　2次ポンプ制御状態
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効果検証：Check 
（PDCA） 
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・効果検証から発見される課題や問題点を抽出 

・課題の解決 

・ｸﾚｰﾑ状況の分析 

・ﾄﾗｲｱﾙ実施の改善点の検討 

省ｴﾈﾙｷﾞｰ支援ｻｰﾋﾞｽ  【改善：Action】 ～課題の抽出・改善～ 

効果検証から発見される課題の抽出 
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課題や問題点の抽出・共有 

改善後の動作確認 

改善後のｸﾚｰﾑ状況の分析 

省エネルギー検討報告会 

改善：Action 
（PDCA） 
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・ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量等の把握 
・ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の分析 
・ｴﾈﾙｷﾞｰ/運転/制御ﾃﾞｰﾀ等の 

               詳細分析 
・ﾌｫﾙﾄ検知 
・省ｴﾈ余地、改善余地発見 
・省ｴﾈ効果試算    など 

ﾃﾞｰﾀ収集ｻｰﾊﾞｰ 

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ﾃﾞｰﾀ 
 ・ｴﾈﾙｷﾞｰﾃﾞｰﾀ 
 ・制御/運転ﾃﾞｰﾀ 
 ・温湿度ﾃﾞｰﾀ 
 ・空調機制御弁開度ﾃﾞｰﾀ 
 ・ｲﾝﾊﾞｰﾀ出力ﾃﾞｰﾀ   など 

報告検討会 

技術管理者 
によるデータ分析 

BEMS・BAS 

対象建物 

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ﾃﾞｰﾀ  

・省ｴﾈ診断（現地調査） 
・省ｴﾈ対策の実施 
・課題の抽出・改善 
・検討報告会 

技術管理者 
による現地調査 

BEMS（ﾋﾞﾙエネルギーマネジメントシステム）やBAS（中央監視装置）よりｴﾈﾙｷﾞｰ管理
ﾃﾞｰﾀを省エネサービス会社が遠隔でマネジメント 
省エネだけでなく、節電対応もサポートします 

ＢＥＭＳ・ＢＡＳがあればリーズナブルで定常的な省エネサービスが受けられます 

省エネサービスｾﾝﾀｰ 
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今なら中小事業所向けのＢＥＭＳ導入支援（補助金）が受けられます 

国がＢＥＭＳ機器導入費用（工事費用含む）を補助します 

本事業は、中小ビル等へクラウドなどを活用した遠隔集中管理型のBEMSを導入し、合わせてエネ
ルギー利用情報管理運営者（BEMSアグリゲータ）から省エネに係る管理・支援（コンサルサービス）

を受ける事業者（補助事業者）に対して、その費用の一部に補助を行います。 
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ＢＥＭＳ導入支援 

計測・計量機器システムの導入と
遠隔サービスセンターへの接続 

省エネ運用改善支援 

データ収集・解析、設備改善、運用
改善、提案実施、効果検証の総合
計画と実施 

ハード・ソフトの支援一体活用 

エネルギーコスト最小化と維持 

中小規模事業者 

ハード・ソフト両方の省ｴﾈﾙｷﾞｰ支援をうまく活用しましょう 

中小規模事業者にとって、これからのエネルギーコストの上昇リスクは大きな経営課題です。 
今のうちにハード・ソフト両方の省ｴﾈﾙｷﾞｰ支援をうまく活用して、将来に備えましょう。 

ＢＥＭＳ導入のお問い合わせは 
ＢＥＭＳアグリゲータ窓口へ、 
 ０３－６８１０－１１１０ 

省エネルギー支援サービスの 
お問い合わせは ＦＭ本部へ、 
 ０３－６８１０－１８７３ 


